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福山市で兄い出された東洋眼虫の人体寄生例
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東洋眼虫の人体寄生例は関東以西で,おもに九
州から報告されてきた｡中国地方におけるこの寄
生虫の人体症例は下田ら1)が第1例を,Miura et
α7.2)が第2例をいずれも岡山県から報告してい
るだけである｡今回福山市で初めて人体症例に遭
遇したので報告する｡
症 例
患者 :3歳,男児,広島県福山市内在住
平成7年5月17日右眼痛を訴え,母親が見
ると結膜嚢内に寄生虫らしきものが入って
いた｡そこで某眼科医院を受診,結膜嚢よ
り白色をした2匹の虫体を摘出した｡摘出
により痛みや異物感は訴えなくなった｡
結 果 と 考 察
摘出された2虫体は福山市医師会総合健診セン
ターおよび岡山大学医療技術短期大学部にて鑑定
したo虫体は雌雄の2体で,雌は387jLm(幅)×15
mm (長),雄は387/Jm (幅)×10mm (長)｡体表
には両虫体とも8/〃n(幅)の横紋輪が見られた｡
頭端には口腔があり雌が35.1JLm (内径)×23.4
〟m (潔),雄が31.2J〃n(内径)×27.3J〟n(栄)で
口唇は持っていない｡雌の食道の長さは671.5〝m
で,頭端より568.8JLm後方に陰門が開孔してい
る｡雌の子宮内には多数の幼虫が認められた｡雄
の尾端は強く腹側に巻いている｡以上の形態的特
徴から2虫体は東洋眼虫 Thelaziacalzi)aedaの
雌雄の成虫と同定した｡
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東洋眼虫の日本における人体症例は下田ら1)ま
で54例が報告されている｡このうち中国地方から
の症例は下田ら1)およびMiuraetal.2)の2例の
報告があるのみである｡したがって今回の症例は
中国地方における第3例となる｡患者は香川県の
レオマワールドへは行った経験があるがそれ以外
広島県からは出たことはない｡従って自宅のある
福山市周辺,あるいは母親の実家のある松永市周
辺での感染が強く示唆されている｡福山市周辺の
犬および猫については森垂ら3)が広島県福山市,
三次市および岡山市周辺の飼育犬と飼育猫につい
て調査している.それによるとT.Calipaedaが福
山市周辺の犬では0.05%,飼い猫においても0.04
%の感染率が報告されている｡また山口県では内
田らヰ)が飼い猫から,中元 ･梶山5)が飼い犬から報
告している｡中国地方における中間宿主のマグラ
メマトイの動態に関しては未だ調査例がなく明確
ではないが,福山市周辺の飼い犬や飼い猫に感染
率は低いが東洋眼虫が寄生していることは,やは
り福山市周辺での感染があったことを強く示唆し
ている｡
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A human case of Thelazia callipaeda infection
in a 3-year old children
in Fukuyama City, Hiroshima Prefecture
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and Yasumasa TONGU
Abstract
A case of eye infection of Thelazia callipaeda was observed in a 3-year old chirdren in
Fukuyama City, Hiroshima Prefecture in 1995. He had a pain or feeling like a foreign object in his
right eye. A total of 2 adults Thelazia callipaeda (male and female) was recovered from theconjun-
ctival sac by an oculist. The symptoms were went out after the removal of the worms.
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